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もうこの 辺り は 山で ある。 鬱々 と 木立が 繁 つてい る _ 

人家 もなければ 人気 もない。 夜の 闇が 四辺 を領 してい 

びゃくえ 

る。 ズ ンズン 恐れず 巫女が 行く。 着て いる 白衣が 生白 

うす 

く 見える。 時々 月光が 木 間 を 洩れ、 肩の あたり を 淡く 

照らす。 

鹿苑院 金閣寺、 いっか その 辺り も 通って しまった。 

だんだん 山路が 険しくなる。 いよいよ 木立が 繁リ 増さ 

よど リ 

り、 気味の 悪い 夜鳥の 啼声 がする。 

巫女 はズ ンズ ン 歩いて 行く。 



「 一 体 どこまで 行く のだろう？」 若 武士 は いささか 気 

味 悪くな つた。 だが 断念 はしなかった。 足音 を 忍んで 

つけて 行く。 

一際 こん もりした 森林が、 行 手に あたって 繁 つてい 

る。 ちょうど その 前まで 来た 時であった。 巫女 は 突然 

足 を 止め、 グ ルリと 振り返った ものである。 

「若い 綺麗な お 侍さん、 お 見送り 有難う) ございました。 

もう 結構で ございます。 どうぞお 帰り 下さい まし。 こ 

れ から 先 は 秘密 境、 迷路が たくさん ございます。 踏み 

込んだ が 最後 帰れますまい」 それから 不意に 叱る よう 

に 云った。 「犯して はならぬ よ 我等の 領地 を！ 宏大 



たらしい。 町人で もなければ 農夫で もない。 庭師の よ 

うな 風俗で ある。 そのく せ 刀 を 差して いる。 その 立派 

な 体格 風貌、 その 点から 云えば 武士で ある。 

\/> さ ま す 

若 武士な どへ は 眼 も くれず、 巫女の 前へ 一斉に 跪 坐 

いたが、 「いざ 姫君、 お召し 下さり ませ」 

「ご苦労」 と 家来に 対する ように、 巫女 は 鷹揚に 頷い 

たが、 ユラ リ とば かりに 輿に 乗った。 

「さようならよ、 逢いましょう ねえ、 いずれ は 後日、 

ここの 森で …… 綺麗で 若くて 勇し い、 妾の 好きな お 侍 

さん」 〔# 「妾の 好きな お 侍さん」」 は 底本で は 「妾の 好きな 

お 侍さん」。 匕 



それから 巫女 は 意味 ありげ に 笑った。 

「さあお 遣りよ、 急いで 輿 を！」 

松 火で 森 を 振り 照らし、 ス タス タと 奥へ 行って し 

まった。 
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あづち 

信 長の 居城 安土の 城、 そこから 乗り出した 小舟が あ 

る。 

おうか 

春 三月、 桜花の 候、 琵琶の 湖水 静かで ある。 

もりう こん まる 

乗って いるの は 信 長の 寵臣、 森 右近 丸と 云って 二十 



一歳、 秀でた 眉、 鋭い 眼、 それでいて 非常に 愛嬌が あ 

る。 さぞ 横顔が よいだろう、 そう 思われる ような 高い 

鼻、 いわゆる 皓歯 それ を蔽 て、 軽く 結ばれて いる 唇 は、 

紅 を 注した ように 艷が よい。 笑う と 左右に えくぼが 出 

来る。 色が 白くて 痩せぎ すで、 婦人 を 想わせる ような 

姿勢で は あるが、 武道 鍛鍊 だとい うこと は、 ガ ッシリ 

据わった 腰つ き や、 物 を 見る 眼の 眼 付で 解る。 だが 動 

作 は 軽快で、 物の 云い 方な ど 率直で 明るい。 どこに 一 

点の 厭味 もない。 まず は 武勇に して 典雅なる、 理想的 

若 武士 という- J とが 出来よう。 

らんまる いとこ 

かの 有名な 森 蘭 丸。 その 蘭 丸の 従兄弟で あり、 そう 



それらが 虚空へ 消えて 行く。 

この 南蛮 寺の 傍らに、 こん もり 庭木に とりかこまれ 

た、 一軒の 荒れた 屋敷が あった。 

みやこ たもん ひょうえ 

この頃 京都で 評判の 高い、 多 門兵衛 という 弁才 坊 (今 

たいこもち たみ や 

日の いわゆる 封 E 間) と、 十八になる 娘の 民弥、 二人の 

住んで いる 屋敷で ある。 

今日 も 二人 は 縁に 腰かけ、 さも 仲よ く 話して いる。 

だが 本当に 多 門兵衛 という 老人、 そんな 卑しい 弁才 

坊 だろう か？ 

どうもそうと は 思われない。 深い 智識 を 貯えた よう 

な、 聡明で 深味の ある その 眼 付、 高貴の 血統 を 暗示す 



るよう な 真直ぐ で、 正しい 高い 鼻、 錠 を 下ろした よう 

ひきし 

な 緊張 まった 口、 その 豊かな 垂頰 から 云っても、 卑し 

い 身分と は 思われない。 民 弥の方 もそう である。 その 

大量な 艷の よい 髪、 二重 瞳の 切 長の 眼、 彫刻に 見る よ 

うな 端麗な 鼻梁、 大きく もなければ 小さく もない、 充 

分 調和の よい 受ロ めいた 口、 結んで いても 開いて いて 

も、 無邪気な 微笑が 漂よ つてい る。 身&も 高く 肉附も 

よく、 高尚な 健康美に 充 たされて いる。 行儀作法 を備 

えてい ると ともに、 武術の 心得 も あるら しく、 その 「動 

き」 にも 無駄がない。 

親子で ある ことに は 疑いない。 万事 二人 はよ く 似て 



いる。 そうして 二人ながら 貧しい とみえ、 粗末な 衣裳 

を 着て いるが、 しかし 大変 清らかで ある。 
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「ねえ 民弥 さん 民弥 さん、 よい 天気で ございま すねえ」 

こう 云った の は 弁才 坊で、 自分の 娘 を 呼びかけ るの 

に、 民弥 さんと さんの 字 を 付けて いる。 ひどく 言葉が 

砕けて いる。 

「はいはい 本当によ いお 天気で、 春ら しい 陽気に なり 

ました。 こんな 日に お出かけに なりましたら、 お貰い 



ましょう」 

たきもの 

「差し上げ たく は ございま すが 、 お 湯 を 沸かす 焚 物が 

ございません」 民弥は やっぱり 相手に しない。 

これに はどう やら 弁才 坊も 少しば かり 吃驚した らし 

ヽ 

レ 

「 は は あ 焚 物 も， > J ざいません ので」 

「明日の 朝いた だく 御飯 さえ、 実はない ので ござ いま 

す」 

「随分 貧乏で ございま すな 」 

「今に 始まり は 致しません。 昔から 貧乏で ございま 

す」 



ごもっとも 

「これ はいかに も 御尤、 昔から 貧乏で ございます」 こ 

うは 云 つ たが 弁才 坊は 意味 ありそうに 云い 続けた。 

「だが 大丈夫で ^ /ざいます よ。 苦の 後 に は 楽が 来る、 

あ ゲこ 

明日に でもなる と 百万 両が、 ころげ 込む かも 知れ ませ 

ん」 

「はいはい 左様で ございます とも。 百万 両は 愚かの こ 

と、 大名に なれる かも 知れません」 

あかつき 

「そうな つた 日の 暁 に は、 この 弁才 坊城を 築き、 兵 

たく わ ととの 

を 財 え 武器 を 調 え 威張 つて 威張つ て 威張ります」 

「そうな つた 日の 暁に は、 この 民弥 さん も 輿に 乗リ、 

多くの 侍女 を 従えて、 都 大路 を 打た せます」 



「どうやら そういう 栄華の 日が、 すぐ 間近く 迫った よ 

うで」 

「結構な， J とで) J ざいます」 

「これまで は 苦労 を 致しました」 

「ほんと にお 気の毒で ございました」 

「いえいえ 私よ リ民弥 さんの 方が、 一層お 気の毒で 

ございました」 

「何の 何の どう致しまして、 弁才 坊様 あなたの 方が、 

一 層 ご苦労なさい ました」 

「苦 は 楽の 種、 苦 は 楽の 種、 アツ ハハハ 楽に なったら、 

この 三年 間の 苦しみが、 笑い話に なりましょう」 



縁 を 上って 行く 後から、 従いて 行った の は 娘の 民弥 

かく 

で、 二人 家の 内へ 隠れた 時、 老 桜の 陰から ス ルス ルと 

忍び 出た 一 人の 人物が あった。 
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人物と 云っても 少年で ある。 年の 頃 は、 十四 五 歳、 

くくりば かま いくつ 

刳 袴に 袖 無 を 着、 手に 永々 と 糸 を 付けた 幾 個 かの 風 

船 を 持って いる。 狡猾ら しい 顔 付で ある。 だが 動作 は 

くらし 

敏捷で ある。 辻に 立って 風船 を 売り、 生活 を 立てて い 

あきゅうど 

る 少年 商人、 だが それにしても 何のた めに、 こっそり 



そういう 民弥 こそ 無邪気であった。 

「さあ そいつが 解らない」 いぜん 弁才 坊は 不安ら しい。 

「私の 探った 秘密と いう もの は、 一通り ならぬ もの だ 

からな。 いろいろの 人間が 狙って いよう」 

「申す 迄 も ございません」 —— だが 民弥は 苦に もしな 

いらし い。 

「で、 ちょっとの 油断 も 出来ない」 

「物騒な 浮世で) /ざいます から」 だが 民弥 はや つ ばり 

無邪気 だ。 

「全く どうも 物騒 だよ、 北山 辺りに も 変な 人間が いる 

し、 洛中に も 変な 人間が いる」 



「そうして 諸方の 国々 では、 今日 も 戦争、 明日 も 戦争、 

恐ろしい ことで ございます」 ， J れ だけ は 民弥も 真剣で 

あった。 

「それば かりで はない 紅毛人 までが、 ュ サュサ 日本へ 

やって来て、 南蛮 寺な ど を 建立して しまった」 弁才 坊 

は ひどく 不満そう である。 

「でもお 父 様」 と 娘の 民弥 は、 どうした もの か 微妙に 

笑った。 

「その 南蛮 寺が 建 つたれば こそ、 お 父 様に は 今回 の) J 

研究が 出来た ので は ございま せんか」 

「それ はそう だよ」 と 云った ものの、 やはり 弁才 坊は 



は 思われな いが、 盗みに かけち や 俺ら は 天才、 その 俺 

様が 克明に、 こう も 手順よ く 探す のに、 目つ からない 

と は 篦棒 だよ。 …… 何 だ こいつ あ？ 人形 か？」 

部屋の 片隅の 卓の 上に、 二 尺 あまりの 身長 を 持った、 

人形が 一 つ 置いて ある。 奈良朝 時代の 貴女 風俗、 そう 

いう 風俗 をした 人形で ある。 

ヒョィ と 取り上げた 風船 売の 少年、 ちょっと 小首 を 

傾げた が、 そこ は やっぱり 子供で ある、 小声で 節 を 付 

けて 唄い 出した。 

「可愛い 可愛い 人形さん、 綺麗な 綺麗な 人形さん、 物 

を 仰 有い、 物 を 仰 有い、 貴郎に 焦れて 居ります る。 I 



I などと 喋 舌る と 面白 いんだが な。 喋 舌らない ん だか 

ら つまらな いよ。 もっとも 人形が 喋 舌り 出したら、 俺 

ら 仰天して 逃げ出す だろう が。 …… が、 待てよ」 

と 考え込んだ。 

さ つ き 

「そうだ 先刻が た 弁才 坊 めが、 こんな こと を 民弥へ 

云って いたつ け 『この 人形 を 大事に しろ』 …… とする 

と 何 か 人形に、 秘密が あるの じゃァ あるまい かな？ 

もしも 秘密が あると すると、 あの 秘密に 相違ない」 こ 

こで またもや 考え込んだ。 

「そうだ そうだ ひよ つ とかす ると この 人形の どの辺り 

かに、 あいつが 隠して あるの かもしれ ない。 あの 素晴 



不平ら しく 眩いた 風船 売の 少年、 卓の 上へ 人形 を 返 

そうとした 時、 驚くべき 一 つの 事件が 起こった。 

7 

と 云う の は 突然 人形が、 鋭い 高い 金属性の 声で、 次 

のように ハツ キリ 叫んだ ので ある。 

「南蛮 寺の 謎 は 胎内の …… 」 

それだけ であ つ た！ たった 一 声！ 

よし 一声であろう とも、 確かに 人形 は 叫んだ ので あ 

る。 しかも 驚くべき 大きな 声で。 



「だが 相手の 大将 も、 尋常の 奴 じ ゃァな いんだ からな」 

や つ ぱリ猪 右衛門 は 不安ら し い 。 

「そり ゃァ 云う 迄 も あり ゃァ しないよ。 昔 は 一国 一城 

の 主、 しかも 西洋の 学問に、 精通して いる 人間 だから 

ね」 

「だからよ、 猿 若 やりそこない、 とつ 捕ま リゃァ しな 

,> 力な」 

わたし えらもの 

「な あに 妾から 云わせる と、 相手が そういう 偉 者 だ 

から、 かえって 猿 若 成功し、 帰って来る だろうと 思う 

のさ」 玄 女に は 心配が なさそう である。 

わか 

「へえお かしい ね、 何故だろう？」 猪 右衛門に は 解ら 



ない らしい。 

「だ つ てお 前さん そうじゃ ァ ないか、 相手が そういう 

おとな 

偉 者 だから、 なまじっか 大人な ど を 差し向け ると、 す 

ぐ 気取られて 用心され、 それ こそ 失敗 しょうじゃ ァな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「うん、 成程、 そ リゃァ そうだ」 今度 はどう やら 猪 右 

衛門 にも、 胸に 落ちたら しい 様子であった。 

一 一人し ばらく 無言で ある。 

部屋の 片隅に 檻が ある。 幾 匹 かの 猿が 眠って いる。 

彼等の 商売の 道具で ある。 壁に 人形が 掛けて ある。 

やっぱり 商売の 道具で ある。 いろいろの 能面、 いろい 



「耳の 垢 取りましょう、 耳の 垢！」 

てんじく 

「独楽 は 元来 天竺の 産、 日本へ 渡って 幾千 年、 神代 時 

代より ございます。 さあさあ ご覧、 独楽 廻し！」 

「これ は 万歳と 申しまして、 鶴 は 千年の 寿 を 延べ、 亀 

まんねん ふ まんざい らく 

は 万年 を 経る とか や、 それに 則った 万歳 楽、 ご覧な さ 

れい、 ご覧な されい」 

そもそも かぐら 

「仰々 神楽の 始まり は …… 」 

しらびょうし きせが わ 

「これ は 都に 名 も 高き、 白拍子 喜 瀬 河に 候 〔# 「候」 は 

底本で は 「侯 匕 なり …… 」 

「ヤン レ 憐れ は 籠の 鳥、 昔 ありけ り 片輪 者 …… 」 

—— などと 云う 声が 聞こえて くる。 



ひき 

隣に 香具師の 稽古場が あって、 玄 女の 率いて いる 

乾 児た ちが、 それの 稽古 をして いるの らしい。 

「それ はそうと、 ねえお 前さん」 

玄女は 猪 右衛門 へ 話しかけた。 

「例の 恐ろしい 粉薬 だが、 どこから お前さん 手に入れ 

たの さ？」 
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「ああ あいつ か」 と ニヤ ニヤ 笑い、 猪 右衛門 は 得意ら 

しく 話し 出した。 「南蛮 寺すな わち 唐 寺 だが、 そこ か 



ろしい 恐ろしい 魔法！ 吉利支 丹の 魔法に 相違ない！ 

こう 最初に は 思った が、 直ぐ その後で 感付いた もの さ、 

ナ ー 二 あいつ は 毒薬 だとな。 そこで 盗もうと 決めつ 

ちゃった 〔# 「決めつ ちゃった」 は ママ U のさ。 そうして 

隙 をう かがって、 うまう ま 盗んだ という もの さ」 

「大成功、 褒めて あげる よ」 玄女は 図々 しく 笑った が、 

「でも そいつ を 風船へ 仕込み、 弁才 坊 殺し を 巧んだ の は、 

この 妾 だからね、 威張っても よかろう」 

「いいと もい いと も、 威張る がいい や。 だが 成功 不成 

功 は、 猿 若が 帰って 見なけ りゃァ ね」 

「ナ— 二き つと 成功 だよ」 



「アツ ハハ、 つまらな いかな」 

苦く 笑った が 猪 右衛門 はにわ かに 聞 耳 を 引き立てた。 

「どうやら 帰つ て 来たらし い」 

かど 

なるほど その 時 門の 戸が、 ギ ー ッと 開く ような 音が 

した。 

「おや 本当 だね、 帰った よう だよ」 

二人 同時に 起き 上った 時、 部屋へ 龃け 込んで 来た 少 

年が ある。 例の 風船 売の 少年で ある。 

「おお 猿 若 か、 どうだった？」 先ず 訊ねた の は 猪右衛 

BTJO 

「どう だ もこう だ も あり ゃッ しないよ、 うまくいった 



〜』 —— ね、 どうだい 面白い じゃァ ないか。 ひとつ 二 

人で 考えて みょう。 三つの 言葉 を くっ付けたら、 唐 寺 

の 謎 だって 解ける かも 知れない」 

玄女は 考えに 分け入つ たが、 その 間 も 春の 夜が 更け、 

あけ 

次第に 暁に 近付いた。 

そうして 全然 夜が 明けた 時、 一 人の 立派な 若 武士が、 

弁才 坊の家 を 訪れた。 他なら ぬ 森 右近 丸であった。 

o 

信 長の 居城 安土の 城、 そこから 船で 乗り出し たの は、 



見える I 

深い 感慨に 耽った ようで ある。 

玄関と も 云えない 玄関へ 立ち、 「ご免 下され」 と 声 を 

かけた。 

たみ. P 

「はい」 と 女の 声が して、 現われた の は民弥 であった。 

恭しく 一 礼した 右近 丸。 

「私 こと は 織 田家の 家臣、 森 右近 丸と 申す 者、 弁才 坊 

殿に お 目に かかりた く、 まかりこしまして ござります。 

何と ぞぉ 取次 下さい ますよう」 

粗末な 衣裳 は 着て いるが、 又お 化粧 もして いないが、 

はしため 

自然と 備わった 品位と 美貌、 案内に 出た この 娘、 稗 女 



ら ない らしい。 「それ は 又 何故で ござります な？」 

なくな 

「逝去り まして ござります」 

なく 

「死 なられた 誰が £:」 と 右近 丸。 

「父、 多 門兵衛 尉」 

「真実 かなり：」 一 歩 進んだ。 

「真実！ 昨夜！ 弑 せられ！」 

「何！」 と 叫んだ が 右近 丸 は、 心から 吃驚した らしい。 

「弑 せられた と 仰 有る か そうして 誰に P 何者 

に £:」 

「下手人 不明に ござります」 

「ム —— 」 と 云った が 右近 丸 は 思わず 腕 を 組んで し 



せられた ので ございますな？」 いずれ 話の 続きだろう、 

こう 訊いた の は 右近 丸。 

「はい、 さようで ございます」 こう 答えた の は 民弥で 

ある。 直ぐに 後 を 云いつ づけた。 「弑 せられる 日の 夕 

暮方、 父が 申しまして ございます。 秘密の 一端 明かせ 

て やろう、 室へ おいで、 来る がよ いと ：：： で、 この 室 

へ 参り まし たと ころ、 父が 申しまして， 1 ,1 ざ います。 『秘 

密の鍵 は 第三の 壁』 それから 更に 申しました。 『この 

人形 を 大事に しろ』 ただ それだけで ございました。 ど 

うやら 父と 致しまして は、 もっとも つと 何 か 詳しい こ 

と を、 話したかった ので ございましよう、 そう 申して 



ことにいた しましょう。 ひょっとすると この 謎 語に、 

唐 寺の 謎 を 解き明かせた、 研究 材料の 有 場所が 語られ 

て あるか もしれ ません」 

で 右近 丸 は 考え込んだ。 

2 

しょうぎ 

考え込ん でいた 右近 丸が、 ヒョィ と 牀几から 立ち上 

リ、 室の 真中へ 出て 行った の は、 やや 経って からの 後 

の 事であった。 

と 右近 丸 は 云い 出した。 



にあたり ます。 で、 そっちに ある その 壁 を、 第三の 壁 

といたし ましょう。 即ち」 と 云う と 右近 丸 は、 民弥へ 

向かって 笑い かけた。 「書棚の 置いて ある 南側の 壁が、 

第三の 壁で ございます」 

こう 云われた ので 娘の 民弥 はなる ほどとば かり 頷い 

た。 

ぉぢ かた 

「よ いお 考えで) J ざいます こと、 大方 そ の 通り で > J ざ 

いましょう。 では その 壁の。 …… その 書棚の …… 書棚 

ま ，；- 

の 中の 書物の どこかに、 唐 寺の 謎 を 解き明かせた、 研 

究 材料の 有 場所が、 記されて あるか もしれ ません」 

「さよう 即ち 秘密の 鍵が、 隠く されて あるか もしれ ま 



は、 それから 間もなくの ことであった。 心に かかる は 

謎 語であった。 

「『くぐつ、 てんせい、 しとう、 きょうだ』 …… 何の こ 

とだろう？ 何の ことだろう？」 

南蛮 寺の 横 を 歩いて 行く。 

森 右近 丸が 帰って しまう と、 やっぱり 民弥は 寂し 

しょうぎ ぼんやり 

かった。 そこで 一人で 牀几に 腰かけ、 窓から 呆然と 外 

を 眺め、 行末の ことな ど を 考えた。 

窓外の 春 は 酣 であった。 桜 はな かば 散って はいた 

しらん 

が、 山吹の 花 は 咲き はじめていた。 紫蘭の 花が 咲いて 

りんそう 

いる。 矢 車の 花が 咲いて いる。 九輪 草 〔# ルビの 「りん 



こで ヒョ ッコリ とお 辞儀 をした が、 その 眼で は 卓の 上 

の 人形 を、 じっと 睨んで いるので あった。 

3 

たみ や 

小判 一枚に 青 差 一本！ これ は 実際 民弥 にと つて は、 

大変 もない 誘惑で あ つ た。 それだけの 金が 今 あ つ たら、 

くらす 

相当 永く 生活 ことが 出来る。 そこで 民弥は 考えた。 

「この 人形 を 大事に しろ！」 こうお 父 様 は 仰 有った け 

れど、 どういう 意味 だか 解らない。 元々 あれ は 妾の 

物 だ。 逝くな つた 妾の お母様が、 妾に 買って 下された 



と、 綺麗な お 姫様の、 玩具になる ことで ございましよ 

あばら や 

う。 いや 人形に とりましても、 こんな 廃屋に いるより 

は、 どんなに か 出世と いう もので、 オット 又もや 口が 

ヒ つた。 ご免下さい。 ご免下さい」 

駄弁 を 弄して 猪 右衛門 は 花木の 間を大 跨に 歩き、 往 

来の 方へ 出て 行った が、 ちょうど この頃 森 右近 丸 は、 

南蛮 寺 を 出外れた 四 条通リ 〔# 「四条 通り」 は 底本で は 

「四 条リ通 匕 を、 考えに 耽りながら 歩いて いた。 



四条 通り は 寂しかった。 人の 往来 も 稀であった。 右 

近 丸 は 歩いて 行く。 夕陽が 明るく 射して いる。 家々 の 

しとみ 

サ邰 が 華やかに 輝 やき、 その代り 屋内が 薄暗く 見え、 そ 

ぼ 

の 屋内 にいる 人が、 こ れも 薄暗く 暈 かさ れて 見える。 

焚 香 〔# ルビの 「ふんこう」 は 底本で は 「ふんかう 匕 の 匂 

いなど もに おつ てく る。 

右近 丸 は 歩いて 行く。 

と、 俄に 足 を 止めた。 「解った！」 と 呻く ように 云つ 

くぐ つ 

たもので ある。 「『くぐつ』 と は 人形の 別名 だ。 傀儡 だ 

傀儡 だ！ 人形の こと だ！ 『てんせい』 というの は 

がりゅう てんせい えが 

眼の ことだろう。 画龍点睛 という 言葉が ある。 龍 を 画 



「これ は 如何にも ご 尤も！ それで は 一緒に！」 

「右近 丸 様！」 

「おいでな され！」 

と 走り出た。 続いて 民弥も 女ながら、 一所懸命の 場 

こづ ま たしな み ふところ 

合で ある。 小 棲 を 取る と 嗜 の 懐刀、 懐中へ 入れる の 

も 忙しく、 後に 続いて 走り出た。 

5 

ここ は 五条の 橋で ある。 

今、 宵 月に 照らされて、 フ ラフラ 歩いて 来る 人影が 
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「売り は 売った が 金 を 返し、 買い戻そうと 申す の だ、 

何が 不足で 返さぬ と 云う ぞ！ 返辞に よって は 用捨せ 

ぬ！ 懲 しめる ぞょ、 どう だ どう だ！」 

こう 云った が 右近 丸 は 感付いた。 「はは あ 儲けが 欲 

しいの だな」 そこで 今度 は穏 しく、 「成程なる ほど 考え 

あきんど 

て 見れば、 お前 は 商人 古道具 買、 せっかく 手に入れた 

もとね 

品物 を、 元価で 返して は 商売に なるまい。 よろしい よ 

ろしい 增金 をしょう。 青 差 一本 余分に つける。 これで 



唐 寺の 謎！」 

おのれ 

「おつ！」 と 叫んだ は 右近 丸で ある。 「うう む、 汝ど 

うして それ を？」 

「知っている のが 不思議 かな！」 猪 右衛門 はいよ いよ 

嘲笑 的に、 憎々 しく 首 を 突き出し たが、 「まず 云うまい 

よ、 明かす まいよ。 が、 ハツ キリと 云って 置く、 それ 

さえ 解いたら 素晴らし いものが、 手に入る ことにな つ 

ている、 南蛮 寺の 謎 II 唐 寺の 謎が、 籠って いるの だ、 

人形に はな！ だからよ 小判 一枚と、 青 差 一本と いう 

ような、 破格な 高価で 買った のさ！ そうでなかった 

ら こんな 人形、 そんな 高価で 買う もの か！ ォッと 



• つ しろ さつ 

の 背後から、 颯と 一 刀 浴びせ かけた。 

r ヮッ」 と 云う 喚き！ 猪 右衛門 だ！ もん どリ 打つ 

て 倒れた が、 不思議と 血潮 は 流れなかった。 当然で あ 

る。 右近 丸が こんな 下人 を 切った ところで、 無駄な 殺 

生と 考えて、 ピッ シリ峯 打に 後 脳 を、 一 つ 喰らわせた 

に 過ぎなかった の だから。 

香具師の 頭の 猪 右衛門 は、 しかし 右近 丸が 思った よ 

リ、 獰猛な 性質の 持主であった。 打 たれて 地上へ は 倒 

れ たが、 隠し持つ ていた 一 腰 を、 引き抜く と 翻然 飛び 

上った。 

「こんな もの だァ— ッ」 と 凄じい 掛声！ 右近 丸 を 目 
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行 手へ 突っ立った 娘の 民弥、 

「玄 女さん とやら、 改めて、 貴女へ お願い致します。 

人形 をお 返し 下さい まし」 

言葉 は 優しい が 態度 は 強く、 厭と 云ったら 用捨し な 

い、 懐刀で 一 揮、 片付けて やろうと、 決心しながら 詰 

め 寄せた。 素性 は 名流 北 畠 家の 息女、 いつの 間に か 父 

親 多 門兵衛 尉に、 武術の 教を 受けた ものと 見え、 体の 

固め 眼の 配り、 寸分 際な く 神妙で ある。 

しかし 一 方 香具師の 頭、 玄女も 決して 只者で はな 



おぼろ あたり ほの あかる 

射す る。 朧の 月夜で ある。 四辺が ボ ッと仄 明い。 薄 

しゃき ぬ 

い 紗布を 張った よう だ。 

不意に、 玄女は 振り返った。 

「オイい けない よ。 猪 右衛門さん、 あいつ 等 どこ 迄 も 

追つ かけて 来る よ」 

.1 つし ろ 

猪 右衛門 も 背後 を 見返った が 「成程々々 追つ かけて 

来る。 構う もの かい、 逃げろ 逃げろ！」 

「だが ねえ」 と 玄女は 思量 深く 「私達の 四ッ 塚の 隠 家 

を、 突き止められたら 大変 だよ、 あの 見 幕なら 家の 中 

へ、 きっと 切り込んで 来る からね え」 

「おつ、 なるほど、 それ はそう だ！ どうしたら よか 



から 離れた 森林の 中に、 一人の 女が 坐って いた。 
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地上に 鏡が 置いて ある。 坐って いる 女が 視ぃ ている。 

月光が 鏡 を 照らして いる。 魚の 横腹 を 思わせる ような、 

仄かな 煙った 光芒が、 その 鏡から 射して いる。 

「いよいよ 時期が 近付いた。 妾に は 解る。 妾に は 解 

てもと 

る。 唐 寺の 謎 を 孕んで いる、 ある 何物 かが 手許へ 来る。 

向こうから来 るの だ、 飛び込んで！ こっちで 呼び も 

しないのに、 向こうから来 るの だ、 飛び込んで！ 捕 



すなわち 平 入の 様式で ある。 社の 大 いさ 三 間 二 面、 廻 

廊がぁ つ て 勾 欄が 付き、 床が 高く 上 つ ている 我等が 祖 

先 大和民族の、 最古の 様式の 社な ので ある。 

社に 添って 家が ある。 おおかた 似た ような 様式で あ 

る。 やはり 階段が ついている。 その 正面に 扉が ある。 

まわり 

出入口に 相違ない。 勾 欄 を 巡らした 廻廊が、 家の 周囲 

とりま 

を 囲繞いて いる。 これ は 恐らく 社務所な のだろう。 

月が それら を 照らして いる。 で、 一切の 建物が、 

しゃぎ ぬ 

紗 布に 包まれて いるよう である。 社 を 中心に 空地が あ 

る。 その 空地の 一所に、 女 は 坐って いるので あった。 

1 つし ろ 

と、 女 は 背後 を 向き、 社務所へ 向かって 声をかけた。 



…… ああもう 小 北山 も 通り過ぎた、 いよいよ 平野へ 

やって来た。 …… 衣笠 山！ 衣笠 山！ 衣笠 山の 裾 ま 

で 来た！」 

ほんと にどう して そんな ことが、 この 唐 姫に は 解る 

のだろう？ 月光に 反射して 朦朧と、 鏡 は 光って いる 

ばかりで ある。 そんな 人影な ど 映って いない。 

それ にもかかわらず 唐 姫に だけに、 そういう ことが 

解る のなら、 唐 姫と いう 女に は、 特別に 違った 感覚が、 

備わ つ ている ものと 見なければ ならない。 

と、 唐 姫 は 立ち上った。 

「もう 間もなく 遣って 来よう！ 私達の 住&の 秘密 境、 
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一際 こん もりした 森林が、 行 手に あたって 聳えて い 

る。 ちょうど その 辺りまで 来た 時で ある。 傍らの 灌木 

の 茂み を 抜き、 ガラ ガラと 何物 か 投げ出された。 

「あ ッ」 と 叫んだ は 猪 右衛門、 でもん どり 打って 転がつ 

たが、 鎖で 足 を 巻かれて いる。 

同時に 叫んだ は玄 女で ある。 同じく ドッ タリ 倒れた 

が、 是も 鎖で 巻かれて いる。 

「先ず は 捕った」 という 声が して、 灌木の 陰から 現わ 

れ たの は、 六 七 人の 庭師であった。 



師の 群で ござる。 かって この 場で それ 等の 者と、 

いき あ 

邂逅 つたこ とが) J ざ い ます。 詳し い ， J と はお 後で 申す。 

せっかく ここ 迄 追い詰めて 来て、 猪 右衛門と 玄女を 逃 

がして は、 これ 迄の 苦心 も 無になります！ 進む 以外 

に 法 はない！ いざ 民 弥殿手 を 取り合い！」 

恐れぬ 二人、 右近 丸と 民弥 は、 サ ー ッと 森の 方へ 龃 

け 上った。 

おのれら 

「汝等 来る か！」 と 物凄い 声が ふたたび 森林から 聞 こ 

えたが、 すぐに バ ラバ ラバ ラと 飛礫が 雨の ように 降 つ 

て 来た。 

だが 恐れない 二人であった。 サ ー ッと 上へ 龃け 上る。 



「こっち だ こっち だ、 こっち だ こっち だ！」 

怒り を 発した 右近 丸 は 今 は 平素の 思慮 も 忘れ、 ひた 

むきに 一 本の 道 を 迪リ、 サ ー ッ ばかり 〔# 「サ ー ッ ばか 

リ」 は ママ U に ひた 走った が、 ハツとば かりに 気が付い 

うしろ 

て 立 止まって 背後 を 振り返つ たが、 「南無 三宝！ 民 

弥 殿が 見えぬ」 

—— 民弥と はぐれて しまったの である。 

さて その 翌日の ことで ある、 一 人の 女が 物 思わし そ 

うに、 京都の 町 を 彷徨って いた。 



2 

しやべ 

それからべ ラベラと 喋 舌り 出した が、 云う 迄 もな く 

出鳕 目ら しい。 

「いや 全く 右近 丸 様と きて は、 立派な お 方で ございま 

すな あ。 …… へいへい 私の 親類な ので、 甥に あたる の 

でございますよ。 ええと 年 は 三十 五で …… え？ 何で 

すって、 違います つて？ アツ ハツ ハツ、 さよう さよ 

う、 三十 五に なんかなる ものです か。 ええと 数え年 十 

九 歳で。 …… え、 何です つて？ 違います つて？ さ 

ようさよう 大 違いで、 アツ ハツ ハツ、 ごもっとも。 二 



日お 嬢 様のお 家で、 くらした はずで ございます からな 

さ つ き 

あ。 …… 実は 先刻 方 参りました ので。 へいへい 私の 屋 

敷へ な。 で、 只今 も 居ります ので、 そうして 右近 丸が 

申しました、 貴女に 是非とも 逢いたい とな。 …… ええ 

と 所でお 嬢 様、 何と 仰 有い ますな、 お 名前 は？ へい 

貴女のお 名前な ので？ お 菊さん かな？ お 京さん か 

な 9 何々 民弥？ 民弥 さんと いうので？ そう 

そう 民弥 さんに 相違ない。 …… 云って いるので ござい 

ますよ。 是非 民弥 さんに 逢いたい とな。 そこで 私が 来 

ましたんで、 ハイ ハイ 貴女 をお 迎ぃ にな。 …… さあ さ 

あ 急いで 参りましょう。 私の 家へ！ 私の 家へ！」 



間違った ことば かり 云って いる。 

でもし 民弥が 冷静 だったら、 当然 疑い を 挿んだろう _ 

まう つ 

ところが 民弥は 冷静ではなかった。 心が とうから 茫 

としていた。 で 老人の 出鳕 目が、 出鳕 目で ないように 

思われた。 

そこで 民弥は 夢中の ように、 老人の 腕へ 鎚 つたが、 

「お 爺 様！ お 爺 様！ お 爺 様！ さあさあ 連れて 

行って 下さい まし！ さあさあ、 逢わせて 下さい まし 

右近 丸 様 は 大事な お 方、 お逢いし なければ なり ませ 

ん！ 逢いとう ございます、 逢いとう ございます！ 

どうぞ 逢わせて 下さい まし！ 貴郎 のお 家へ！ 貴郎 



だが 民弥は 夢中であった。 人に 見られよ うが 笑われ 

ようが、 心に 掛けようと はしなかった。 一刻も早く 右 

近 丸 様に、 逢いたい 逢いたい と 思う のであった。 

一 一 人はズ ンズ ン 走つ て 行く。 

2 

2 

ここ は 柏 野の 一 画で ある。 

そこに 一 軒の 家が あった。 

見掛け は 極めて 陰気で はあった が 内 は 反対に 陽気で 

あった。 



「地方へ 行かなければ ならないだろう。 都に 仕事が な 

いの だから」 

きのう 

「今日 も 戦、 昨日 も 戦、 地方へ 行く と 戦ば かりだ、 若 

武者の 鎧 を 引つ 剝ぃ でも、 相当の 儲け は あるだろう」 

「逃げ まどう 落城の 女 ども を 引つ 攫う の もい いだろ 

う」 

突然 一 人が 歌い 出した。 

A 人 買 船の 恐ろし や 

するともう 一 人が 後 を 続けた。 

どうせ、 売らる る 身 じ や ほどに 

するともう 一 人が 後 を 続けた。 



A しずかに 漕ぎ やれ 船頭 殿 

人 買 船の 歌な ので ある。 

とその 時 奥の 部屋から 女の 泣 声が 聞こえて きた。 

「まだ あの 女 は 泣いて いる わい」 

「どうせ 売られて 行く 女 だ、 思う さま 勝手に 泣く がい 

い」 

ししょく とも 

昼 だとい うのに 部屋の 隅に、 幾 本 か 紙 燭が燈 されて 

いる。 話 声 を 戸外へ 洩らす まいと、 雨戸 を 閉ざして い 

るからで ある。 壁に は 影法師が 映って いる。 床の 上で 

ろうぜき 

は 狼藉と した、 姚子ゃ 皿 小鉢が 光って いる。 

綺麗な 娘 を 攫って 来て、 遠い 他国へ 売り渡す、 恐ろ 



の 十数 人 を、 睨んだ 様子と いう もの は、 若くて 美し 

娘 だけに、 凄く も あれば 立派で もあった。 

驚いた の は 人 買 共で ある。 



3 

2 



一 整に 立ち上つ たが 呶鳴リ 出した。 

「油断 をす るな、 大変な 娘 だ！」 

「 一 度に かかって 手捕りに しろ！」 

「相当 武芸 も 出来る らしい。 甘く見 込んで 怪我す る 

な」 



I もうよ かろう、 さあ 仕事 だ」 

木立 を 離れる と 猿 若 少年 はもと 来た 方 へ 引つ 返した。 

ところが 同じ 日の ことで あつたが、 鴨 川の 水 を 溯り、 

一 隻の 小舟が 駛 つていた。 

四 五 人の 男が 乗り込んで いる。 

いずれも 不逞の 面魂で、 善人で あろうと は 思われな 

ヽ o 

レ 

夕陽が 川 水 を 照らして いる。 今にも 消えそう な 夕陽 

である。 

「久しくよ い 玉に ぶっからない。 …… 今日は そいつに 



トス ト スト ストと 下つ ていた。 

4 
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う き ぎ 

一人 は 上品な 老女であった。 すなわち 他なら ぬ 浮 木 

であった。 

後の 四 人 は 武士であった。 が 風俗 は 庭師で ある。 そ 

の 一 人 は 銅兵衛 であり、 もう 一 人 は三郎 太であった。 

その他の 武士 は 部下ら しい。 

そうして これ 等 は 云う 迄 もな く、 処女 造 庭 境 を 支配 

から ひめ 

している 唐 姫と いう 女の 家来な のであった。 



遠国 廻りの 人 買 共が 、 それより 先に 買い取る だろう 

力？ 

それとも 浮 木の 一 団が、 民弥の 居場所 を 探し出す か 

しら 7 

とにかく 一人の 民弥を 挿んで、 三方から 三 通の 人達 

が、 競争 をして いるので あった。 

ところで 肝心の その 民弥 であるが、 この頃 どうして 

いただろう。 

恐ろしい 人 買の 桐 兵衛の 家の、 真暗な 二階の 一 室に 

厳重に 監禁され ていた。 

雨戸が ビッ シリと 閉ざされ ている。 出入口 も 厳重に 



と 開けられ、 顔を視 かせた 子供が あった。 

誰な のか、 猿 若で ある。 

しかし その 時 階段 を 上る、 人の 足音が 聞こえて きた。 

桐 兵衛の 手下の 人 買が、 民弥を 連れに 来たの らしい。 

5 
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最初に 部屋へ 入り込ん だは、 幸いに も 猿 若 少年で 

たみ や 

あつたが、 こう 民弥へ 囁いた。 

「声を立て ちゃ あいけ ません よ。 俺ら は 怪しい 者で は 

ない。 お前さん を 助けに 来た もの だ。 さあさあ 逃げた 



南へ 走れば 町へ 出られる。 東へ 走っても 町へ 出られ 

る。 だが もし 北の方へ 走ろう ものなら、 南鷹ケ 峰の 山 

地と なり、 そうして 西の方へ 走ろう ものなら、 小 北山 

から 衣笠 山と なり、 同じく 町へ は 出られない。 

6 
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ところが 人 買の 追手 達 は、 東の 方から 走って 来る。 

だから 東へ は 逃げられない。 どうで も 南へ 逃げな けれ 

ばなら ない。 ところが そっちへ も 逃げられなかった。 

と 云う の は 人 買の 追手 共が、 にわかに 同勢 を 二つに 分 



だろう？ —— 何も彼も 民 弥には 解らなかった。 だが 

ただ 一 つ 解って いる ことがあった。 それ は 自分の あぶ 

ない 所 を、 助けて くれたと いう ことで ある。 で 民弥は 

心から、 有難く 思って はいるので あつたが、 口へ 出し 

て は 云わなかった。 と 云う の はう つかり 声 を 出して、 

い き 

そのため 呼吸で も 乱れたら、 そのまま 倒れて しまう だ 

ろうと こういう 不安が あ つ たからで ある。 

で、 黙った まま ひた 走る。 

n かれ 

だが 精力に は 限りが ある。 だんだん 二人 は 疲労て き 

た。 足の 運び も 遅くな リ、 胸が 苦しく 呼吸が 逸む。 

「ああもう 妾 は 走れない」 



「 一 度に 抜き 連れ、 叩つ 切りましょう ぞ！」 

声に 応じて 四 本の 大刀 〔# 「大刀」 は ママ〕 が キラ キ 

ラと松 火に 反射した。 四 人 腰の物 を 抜いた ので ある。 

庭師の 扮装 はして いるが、 決して 尋常な 庭師で はな 

もののふ わ け 

く、 いずれも 名 ある 武夫が 何 か 世 を 忍ぶ 理由が あって、 

そんな 姿に やつして いるので あろう。 構え 込んだ 態度 

に 隙が なく、 素晴らしい 手練 を 示して いる。 

だが 人 買の 連中に は、 どうやら そんな こと は 解ら な 

いらし い。 民 弥の後 を 追つ かけて、 十 人 余り 走って 来 

おのれ 

たが、 「これ 汝ら 何者 だ、 娘 を 返せ、 さあ 渡せ！」 呶 

鳴 つ たは 親方の 桐兵衛 である。 



「が、 それにして 何のた めに、 五六 十 人ば かりの 同勢 

で、 いまごろ 上洛して 来たな？」 

「唐 姫 殿が 欲しい からよ」 

「ふふん」 と 浮 木 は 嘲笑った。 「お前の ような 人間 は、 

唐 姫様に はお 気に 召さぬ そうな」 

「それ は 昔から 解って 居る よ」 星影 左 門 も 負けて はい 

ない。 

「が、 腕ず くで も 手に入れて 見せる」 

浮 木の 姥 はまた 笑った が、 「我等の 勢力 を 知らぬ と 

見える I 

すると 左 門 も 笑った が、 「そういう こと を 云う ぉ姥 



都の 町へ 入った が、 そのまま 行方 をく らませ てし まつ 

た。 
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が 再び それが 現われた 時には、 南蛮 寺の 前に 立って 

いた。 

ところが 茨 組の 一党の 後から、 ひそかに 歩いて 来た 

少年が あった。 他なら ぬ 猿 若で ある。 その 猿 若 は 小 北 

山に おける、 例の 乱闘の 場から 遁れ、 京都の 町へ 入り 

込んだ が、 民弥 のこと が 気に かかって ならない。 で、 



その 消息 を 知ろうと して、 この 時 洛中 を 歩いて いたの 

であった が、 見れば 異様な 野 武士た ちの 中に、 民弥が 

捕らえられて いるで はない か。 これ は 大変と 思いな が 

ら、 民弥の 安否 を 見届けようと、 その後から つけて 来 

たのであった。 

「これが 有名な 南蛮 寺 か」 

「いや 立派な 伽藍で は ある」 

r 作 も 随分 変わ つ て いるな あ」 

「莫大な 費用が かかって いるら しい」 

賊 ども は 互いに 眩いて いる。 

まるやね 

蒼白く ひろがった 月光の 中に、 尖塔 を 持ち 円 家 根 を 



めに する こと は、 捉えて いる 娘 を 離す こと だ、 そうし 

てこつ ちへ 手渡す がよ い！ そうして 坐れ、 土の 上 

へ！ そうして 拝め、 唯一なる 神 を！」 

こう 云って 威厳の ある 眼 を 以て、 次々 に 賊共を 睨ん 

だので、 賊共は 等しく 胆を 潰し、 民弥を 放す と 一 同 揃つ 

て、 大地へ ひざまず いたから である。 

で、 民 弥は小 走った が、 その 老人の 袖へ 鎚 つた。 

「ああ 貴 郎様は オルガン チノ 〔# 「オルガン チノ」 は 底 

本で は 「オン ガン チノ 匕 様！」 

「民弥 か、 おいで、 怖れる こと はない」 

「 は い 有難う"， 」 ざい ま す。 ど ぅぞ お 助け 下さ いまし」 



「見られる 通りの 有様で.》 ，- ざる」 

「お 父 様！ お 父 様！ お 父 様！」 

「静かに なされ、 静かに なされ！」 と。 …… 

o 

3 

処女 造 庭 境と は 何物であろう？ 

衣笠 山から 小 北山、 鷹ケ 峰から 釈迦 谷 山、 瓜 生 山 か 

ら 白妙 山、 その 方面の 山林 地帯へ、 種々 様々 の 迷路 を 

設け、 また いろいろの 防禦 物 を 作り、 都の 人間 を 入れ 

ないように、 造 を 構えた 地域であって、 特に 男性 を 入 



「いいえ さ、 お前 だ！」 

「何のお 前 だ！」 

人間が 逆境に 落ち込む と、 仲好し 迄が 喧嘩 をす る。 

例えに 洩れず というので もあろう、 玄 女と 猪 右衛門と 

は 争い 出した。 

やがて 二人 は摑み 合い を はじめ、 互いに 咽喉 を 締め 

合った。 そうして 二人ながら 死んで しまった。 

ともしび 

ところが この頃 社務所の 中の、 燈 火の 明るい 部屋の 

一 つで、 三人の 男女が 話し合つ ていた。 

唐 姫と 右近 丸と 浮 木で ある。 

r …… と 云う わけで ございまして、 民 弥殿を 目 UZ: け は 



その 一所 は キラ キラと 輝き、 一所 は 陰影 をつ けて いる _ 

三人し ばらく は 無言で あ つ た。 

で、 部屋の 中 は 静かであった。 

3 

から ひめ 

だが 唐 姫が 口 を ひらき、 次の ような こと を 云い 出し 

たため その 静けさ は 破られた。 

「茨 組と 云う 賊共 は、 父の 旧 家臣に ございます。 その 

頭の 名 は 星影 左 門、 以前から 妾 を 妻に しょうと、 狙つ 

たみ や 

ていた ものに ございます。 で、 左 門の 目的 は、 民弥殿 



な 役目 を 引き受け たもの だ」 

右近 丸 は 都へ 下って 行く。 

都へ 入った の は 間もなくであった。 

夜分 は 南蛮 寺 はとざされ ている。 

翌朝 行かなければ ならな か つ た。 

そうして 翌朝 行 つた 時、 驚く ベ き T J とが 発見され た。 

死んだ と 思って いた 多 聞兵衛 が、 死なずに 活 きてい 

たので ある。 

のみならず 娘の 民弥 までいた。 

「おお 民弥 殿！」 

「右近 丸 様！」 
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